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日本語を母語としないかたがたが、育った国との文化の違いや、
日本で生活して感じたことなどを日本語で発表します。
この機会にぜひ、日本で暮らす外国のかたの想いを聞いてみま
せんか？

コロナ禍の市役所では
共に闘う

収集業務課ごみ収集！
　家庭から出される一般ごみや資源物の収集は、どうしても新型コロナウイルスに感染するリ
スクを意識しながら行わなければなりません。作業中に袋が破裂して飛散する液体を浴びるこ
ともありますし、むき出しのまま捨てられたマスクに触れなければならないこともあり、常に細
心の注意を払う必要があります。
　感染症の影響により、自宅で過ごす時間が増えたことに伴い、各ご家庭から出される一般ご
み、資源物の量が多くなっています。紙やペットボトル、繊維などの資源物は、前年より2～3
割、粗大ごみも３割近く増えており、これまでにない処理量になっています。
　そのような状況の中で、私たちの大きな励みとなったのは、皆さんからの労いの声掛け、そし
て、ごみに添えられていた心温まるお手紙です。普段あまり注目されない収集現場にとって、自
分たちの仕事をしっかりと見てくれている市民のかたがたの存在が、日々コロナ禍で業務に臨
む活力となっています。
　収集業務課では、これからも職員の感染リスクに配慮しながら、安心して生活できる環境の
維持に努めてまいります。市民の皆さんにも分別ルールに従って、決められた曜日の８時半ま
でに出していただき、円滑な収集にご協力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症による外出自粛で、一般ごみ、資源物の収集量が増える中、
市民の皆さんから、収集に従事する作業員への心温まる励ましのお手紙やお声掛けをい
ただきありがとうございます。 普段あまり市民に注目されない収集現場にとって、この
ようなお心遣いは大変にうれしいことであり、励みとなっております。また、感染防止の
ため、空気を抜いてしっかりと縛ったごみ袋からも、皆さんのご配慮を感じております。 
　外出自粛や在宅勤務の影響から、特に７月の資源物回収量は、前年より紙類が３割、繊
維類、ペットボトル、金属類が２割以上増えている状況です。
　収集業務課では、職員の感染リスクを減らすため、毎日検温を実施し、事務所の分散、
手洗いを徹底するなど、収集作業を安全に継続できるように努めています。
　市民の皆さんには分別ルールに従って、必ず、決められた曜日の８時半までにごみを
出していただき、円滑に収集できるよう引き続きご協力をお願いします。

第12回 日月
13：00開演（12：30開場）

フレンディア
（キュポ・ラ４階）

川口市外国人による
日本語スピーチコンテスト

10 4
The 12th Japanese Speech Contest by Non-Japanese Speakers in Kawaguchi

場所

私の好きな季節
～日本の四季に触れて感じたこと～

テーマ

50人（先着順）
無料

問い合わせ…協働推進課（キュポ・ラM4階）　i048-227-7607

９月８日（火）～
協働推進課へ電話、窓口または
市ホームページの申し込みフォームで

定　　員
入 場 料

申し込み

※当日は手話通訳が付きます。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、
　中止になる場合があります。

当日、来場希望のかたは申し込みが必要です

※「第１１回川口市外国人による日本語スピーチコンテスト」参加者の皆さん

ねぎら


